
科目ナンバリング 　U-LAS04 20023 SJ46　

授業科目名
　<英訳>

社会心理学基礎ゼミナール
Introductory Seminar on Social
Psychology

担当者所属
職名・氏名

教授 人間・環境学研究科 永田　素彦
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  開講期   2026・後期 曜時限  水5 

授業形態  ゼミナール（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
社会心理学の研究をするために必要な調査法として、質問紙調査の基礎を実習を通して学ぶ。授業
では、グループワークを中心にして、質問紙の設計、実施、分析を行う。

 [到達目標]
・質問紙調査法の基礎を習得する。
・データ分析の基礎を学ぶ。

 [授業計画と内容]
社会心理学の研究を遂行するための調査法として、質問紙調査を、実習を通して学ぶ。授業は、教
員による説明と、受講生による発表およびグループワークを軸に進められる。

１．質問紙調査法の基礎的な説明
２～４．質問紙の設計を行うグループワーク
５．質問紙調査の実施について説明
６．質問紙調査の実施準備
７～８．データ整理
９.データ分析（１）単純集計とクロス集計（解説と実習）
１０～１１．データ分析（２）数量化３類（解説と実習）
１２．発表と文章化について
１３～１４．最終報告
１５．フィードバック

以上のスケジュールは目安で、受講者の人数や授業の進捗状況に応じて柔軟に対応する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点評価（50%）、期末レポート(50%)。
平常点評価については、グループワークへの参加状況(10%)、授業での発表(20%)、小レポート(20%
)を評価の対象とする。

 [教科書]
使用しない

社会心理学基礎ゼミナール(2)へ続く↓↓↓



社会心理学基礎ゼミナール(2)

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
・授業時間外に、各自、質問紙調査の設計、実施、データ入力、分析などの作業が必要となります。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


